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研究成果の概要（和文）：65歳以上の高齢者を対象に、一口量のごはんを噛み始めてからすべて飲み込むまでに
かかる時間（咀嚼時間）を筋電図を用いて記録した。また、口腔機能精密検査（口腔衛生、口腔乾燥、咬合力、
舌口唇運動機能、舌圧、咀嚼機能、嚥下機能）を実施し、口腔機能を多面的に評価した。咀嚼時間の長い群と短
い群を比較したところ、舌と口唇の運動機能に有意差を認めた。また、咀嚼時間の延長は複合的な口腔機能低下
と関連していることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We hypothesized that prolongation of chewing duration is related to 
decreased oral function. The objective of this study was to clarify the relationship between chewing
 duration and oral hypofunction in older adults.
We selected participants aged 65 years or older. Subjects were asked to consume cooked rice. We 
recorded chewing duration from ingestion until the last swallow by electromyography, and assessed 
seven oral-related factors (oral hygiene, oral dryness, occlusal force, tongue-lip motor function, 
tongue pressure, chewing function, and swallowing function) according to Oral hypofunction 
diagnostic criteria. The participants were divided into two groups according to the median of 
chewing duration. There was a statistically significant difference between the two groups in 
tongue-lip motor function. Chewing duration was associated with oral hypofunction. This study 
confirmed that prolonged chewing duration in adults aged 65 years or older was associated with oral 
hypofunction.

研究分野： 補綴系歯科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　高齢者の家族や介護スタッフから「最近食事に時間がかかるようになった」と聞くことがある。食事時間の延
長は、疲労や満腹感による食事摂取量の低下につながり、低栄養の原因のひとつとなる。食事時間の延長の原因
として口腔機能低下が考えられるが、複数の口腔機能を多面的に評価して咀嚼時間と検討した報告はない。口腔
機能の低下は自覚がないまま進むことが多いため、周囲の人がそれに気がつくことができれば歯科受診のきっか
けになると考えられる。本研究で咀嚼時間と口腔機能低下の関連性が明らかとなったことから、家族やスタッフ
による積極的な歯科受診につながり、高齢者の口腔機能低下の早期発見・管理に大きく貢献すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
高齢者の家族や介護スタッフから「最近、食事に時間がかかるようになった」という声を聞く

ことがある。食事の時間が長くなると介護に時間がかかるだけでなく、食べ終わる前に疲れてし
まったり満腹となったりする。これにより食事摂取量が減少し、低栄養を引き起こす可能性があ
る。栄養不足は筋肉量を減少させ、口腔機能が低下することによりさらに食事摂取量が減少する
という悪循環を生むため、口腔機能低下を早期に発見し改善することは重要である。口腔と栄養
の関係を調査した報告は数多くあるが、ほとんどの報告では歯の本数や義歯の有無といった解
剖学的要素を用いて栄養状態との関連を比較している。また咀嚼時間の延長の原因を調査した
研究の多くは、咀嚼能力や咬合力といった食べ物を噛むことに直接的に関連する能力を調査し
ている。上田 1)らは咀嚼時間に影響を及ぼす咀嚼回数（飲み込むまでに何回食品を噛んだか）を
増加させる因子について調査した。咀嚼回数は単一の特定の生理学的要因によって決定される
のではなく、複数の要因によって影響を受けると報告している。そこで、本研究では口腔機能を
多角的に評価することを目指した。 

2016 年に日本老年歯科医学会は、加齢だけでなく疾患や障害など様々な要因によって、口腔
の機能が複合的に低下している疾患を『口腔機能低下症』と定義した 2)。放置しておくと咀嚼障
害，摂食嚥下障害となって全身的な健康を損なう。口腔機能低下症は、①口腔衛生状態、②口腔
乾燥、③咬合力、④舌口唇運動機能、⑤舌圧、⑥咀嚼機能、⑦嚥下機能の 7 つの下位症状を検査
して診断する。そこで本研究ではこの口腔機能低下症の診断に用いる口腔機能精密検査を行い、
咀嚼時間との関連を検討することにした。 
１つの口腔機能が低下してもその他の機能で代償されるため、個々の機能低下を自覚しにく

い。また高齢者の場合「義歯を入れているから多少噛みにくくても仕方ない」という諦めから歯
科を受診せず、検査に結びつかないことも多い。高齢者の家族や介護スタッフによる食事時間の
延長という“気づき”が口腔機能の低下によるものであれば、歯科を受診するきっかけになる可
能性がある。そこで我々は、咀嚼時間の延長は口腔機能の低下に関連しているという仮説を立て
た。 
 
２．研究の目的 
高齢者における口腔機能低下症と咀嚼時間の関係を明らかにすることである。 

 
３．研究の方法 
東京歯科大学水道橋病院補綴科における定期検診受診患者のうち、常食を摂取している 65 歳

以上の者 54 名を対象とした。嚥下障害、神経疾患、顎関節症、食品アレルギーがある者、また
は認知症を含めたコミュニケーションの取れない者は除外した。被験食品は一口量（５g）の米
飯（サトウのごはん、サトウ食品）とした。食品を噛み始めてからすべて飲み込むまでに要した
時間を咀嚼時間（秒）とし、筋電計(Biograph Infiniti, Thought Technology)およびビデオ
カメラを用いて計測した。 
日本老年歯科医学会が定義した口腔機能低下症の診断基準に従って 7 項目の検査を行い、口

腔機能を多面的に評価した。３項目以上該当した者を口腔機能低下症と診断した。 
＜口腔機能精密検査＞ 

① 口腔衛生 
細菌カウンタ（PHC）を用いて舌背上の細菌数を測定した。専用の綿棒にて舌尖から 1cm

後方を３往復スワブして細菌を採取した。総微生物数が 3.16×106(CFU/mL)以上の場合を
口腔衛生状態不良とした。 

② 口腔乾燥 
口腔水分計（ムーカス、ライフ）を用いて舌の湿潤度を計測した。口腔粘膜湿潤度が 27

未満の場合を口腔乾燥とした。 
③ 咬合力 

感圧フィルム（デンタルプレスケール、ＧＣ）を３秒間最大圧で咬合させ、歯列の咬合
圧を測定した。200N 未満の場合を咬合力低下とした。 

④ 舌口唇運動機能 
5 秒間に音節をそれぞれ連続して発音できる回数を測定した（健口くんハンディ TKK-

3351、竹井機器工業）。/pa/、/ta/、/ka/それぞれ３回ずつ測定し、最大の数値を各音節の
代表値とした。オーラルディアドコキネシスが６回/秒未満のものが１つでもあった場合、
舌口唇運動機能低下とした。 

⑤ 舌圧 
舌圧プローブを舌と口蓋の間に挟んで保持し、舌でプローブを押しつぶすことにより舌

圧を測定した。舌圧計（TPM-01,JMS）を用いて３回測定し、最大舌圧が 30kPa 未満の場合
を舌圧低下とした。 

⑥ 咀嚼機能 
グルコース含有グミ（グルコラム）を 20 秒間咀嚼した時のグルコース溶出量を、咀嚼

機能検査キット（グルコセンサーGS-Ⅱ，GC）を用いて計測した。100mg/dL 未満の場合を
咀嚼機能低下とした。 

⑦ 嚥下機能 



 嚥下スクリーニングツール（EAT-10）を用いて、嚥下機能を評価した。10 個の質問に回
答し、合計点数が３点以上の場合に嚥下機能低下とした。 
 

咀嚼時間の中央値で被験者を２群に分け（Short 群/Long 群）、Mann-Whitney の U 検定を用い
て各口腔機能の比較を行った。またピアソンのカイ二乗検定を用いて、咀嚼時間が口腔機能低下
に関連するか検討した。 
 
４．研究成果 
参加者 54 名の平均年齢は 77±8 歳であった。咀嚼時間の中央値は 24.0 秒で、範囲は 11.8－

70.5 秒だった。咀嚼時間の短いグループ（Short 群）と長いグループ（Long 群）の口腔機能精
密検査の結果（平均±SD）を表 1に示す（* < 0.05）。Short 群と Long 群ではオーラルディアド
コキネシスに差を認めた。一方で、その他の口腔機能は２群間に差を認めなかった。 
口腔機能低下症の有無と咀嚼時間の長短でのクロス集計表を表 2 に示す。ピアソンのカイ二

乗検定より、咀嚼時間と口腔機能低下に有意な関連を認めた (p = 0.013)。このことから、咀嚼
時間が長い群と口腔機能低下症群に関連があることが明らかとなった。つまり、家族や介護者が
感じる高齢者の食事時間の延長が口腔機能の複合的な低下によるものであることが示された。 
一般の人には食事をする能力＝食べ物をかみ砕く能力と思われがちだが、一連の咀嚼運動で

は唾液量や舌の力、巧緻性も重要となる。今回はごはんを被験食品としたため、唾液量や咀嚼能
力、舌圧に差を認めなかったが、他の食品では異なる結果が出る可能性もあると考えられる。口
腔機能を複合的に検査し、どの口腔機能の低下が認められるのかを診断することにより、適切な
機能向上プログラムの策定や管理が可能になると考えられる。口腔機能低下の早期発見のため
にも、今後は高齢者の家族や介護スタッフに対して、本研究の結果を広く周知していくことが重
要であると考える。 
 

 
表１ 
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